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級
瓢
麟
難
麟
難
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声

・
叔が
蜘

鮮
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争諮
ミ

慮
ン
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編
繁

等
 
編
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市
 

収
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帥
 
地
方
自
治
法
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
十
二
周
年
に
な
る
o
此
の
間
完
全
自
治
団
体
と
し
て
の
性
格
を
与
え
ら
れ
 
帥

献
 
そ
の
特
性
に
応
じ
て
日
進
月
歩
の
進
展
振
り
を
発
揮
し
て
来
た
が
、
本
市
も
又
時
代
の
趨
勢
に
伴
な
つ
て
昭
 
叫

細
 
和
二
十
九
年
十
月
一
日
に
一
町
六
ケ
村
が
合
併
し

て
名
実
共
に
N
N
の
つ
た
市
が
誕
生
し
た
訳
け
で
あ
る
o
 
帥
 

帥
 
釦足
四
ケ
中に
し
て
飛
如
惣
発
展
い

、
産
業
、教
育
文
化
、土
委
通
の
各
般
に
わ
た
つ
て
他の
追
従
を
 
『
 

」
彰
馴

齢

階
にm

製
熱
一

「
o

そ
袈
影
什

四
周
年
に
市
が
な
した
事
業の
行
績
を
写真
に
ょ
っ
？
 

駅
 
て
紹
介
し
市
民
の
尚

一
層
の
ご
協
力
を
お
ね
が
い
致
し
ま
す
。
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公
 

宅
 

市

立
病
院

の
一
部
 

飯
 
詰
 
小
 
学
 
校
 

一
 の
坪
小

学

校
 

警
 
察
 
署
 

社
 

公
 

々
 

電
 

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
は

午
前
八
時
十
五
分
か
ら
午
后
四

時
十
五
分
ま
で

（
十
五
分
は
休

憩
時
間
）
土
曜
日
は
、
午
前
八
．
 

時
三
十
分
か
ら
午
后
零
時
三
十

分
ま
で
と
な
り
ま
し
た
か
ら
お

間
違
の
な
い
よ
う
に
ご
注
意
ね

が
い
ま
す
。
 

五
 

簡

易
裁
判
所
 

、弟44サJ 昭 和 うづ年 l月 

浄
 

水
 

市
役
所
で
は
七
月
十
日
か
ら
、
 

昼
の
休
憩
時
間
を
短
縮
し
て
退
 

庁
時
間
を
改
正
い
た
し
ま
し
た
 

フ
ー
フ
ジ
ル
移
民
 

青
年
諸
君
を
待
つ
 

南
米
プ
ラ
ジ
ル
で
は
日
本
の
移

住
者
を
首
を
長
く
し
て
待
つ
て

い
ま
す
。
海
外
に
雄
飛
し
未
墾

の
沃
野
開
拓
の
希
望
に
も
え
る

青
年
諸
君
は
次
の
要
項
に
基
い

て
振
つ
て
ご
応
募
下
さ
ろ
よ
う

に
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

⑥
募
集
人
員
 

本
年
度
 
二
O
O
人
 

⑨
募
集
方
法
及
人
員
、
締
切
日

毎
 
月
 
一
「

〇

人
 

毎
 
月
 
五

目
メ
切
 

④
選
考
並
に
合
格
決
定
 

毎
月
十
五
日
頃
実
施
予
定
 

織
灘
灘
鷺
 

⑨
資
格
条
件
 

満
十
八
才
以
上
二
十
六
才

迄

め
未
婚
の
男
子
。
但
し
事
情

に
よ
つ
て
三
十
才
位
ま
で
認

め
ら
れ
る
場
合
が
あ

る
。
 

△
尚
く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
で
一
 

籍
購

犠
議
」
農
務
」
 

市

立

病
院

の
一
部
 

変午退
更＝亡と＝ 
致JロJJ 
し四時 

，時間 
‘~ 

たには 
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 鷺鷲鷲鷲麟薫麟 

名
和
が
変
引

い
ま
か
柳

・
に
企
画
的
業
務
を
行
う
課
が
な
い
ま
わ
り
を
み
ま
わ
し
て
み
て
も
円
位
で
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
政
な
り
、
施
設
な
り
に
無
理
が
家
内
に
は
常
に
暗
雲
が
漂
ょ
っ
 
参
 
駅
 

か
山
多
小
m
で
 

名
柳
が
変
「
で
い
ま
す
が
…
に
企
画
的
業
務
を
行
う
課
が
な
い
ま
わ
り
を
み
ま
わ
し
て
み
て
も
円
位
で
で
き
る
こ
と
忙
な
り
ま
政
な
り
、
施
設
な
り
に
無
理
が
家
内
に
は
常
に
暗
雲
が
漂
ょ
っ
 
参
 
」
 
か
山
多
山

田
で
 

‘
ー
議

一
？
‘
い
熱
く肥
虻
 
告
封
有
憂
蚤
ョ
て
質
 

躍
い
話
讐
ジ

養
い
疋
だ
ー
あ
度の
部●
喫
争
室
島
慧
議
費
繊
審
亡
奪
考
堂
君
富
い
奪
奮
費
難
彪
麟
穀
離
麟
（
嘱
」

呼
漕
注
略
 
「
。
霧

二
に
二
監
事
。
 

り
に
も
と
切
伽
旧
．.．と
し
》
一て
‘
、
 大
大
こ
α
，

α
立
口影
此
作］B
k
》
“
 

 

で
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士
n‘．
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．
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1
1
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左
ュ
」
ー
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ニ
フ
 
こ
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 コ
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左
．
甘
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「
し
 
比
オ
Jそ
1
1"
n
“
昨
コ
ら
く
‘
毒
トF．ォ
 

レ
】
，」
d
司
い
・
「
『
 

一
，
 “
餌岸
一
、
 

、
 
，
一D
帰又
 

い
い
切
U
か
い
か
t
レ
か
o
 
た
か
「
佃
卿
に
岡
さ
な
い
事
項
、
そ
の
例
は
い
く
ら
で
も
み
ら
し
ょ
う
。
 

生
じ
て
く
る
こ
と
も
あ
る
と
い
て
い
た
家
庭
は
多
か
つ
た
o
 

言
 

U
 吐
伍
＋
喝
位
よ
 

翻
 

プ
三

三
 
中
”
気
鶴
師
『
”
\
"
"
 

ち
よ
か
H

、
引
が
つ
が
ず
、

一
て
い
る
畑
て
ま
え
か
ら
、
当
課
 
そ

の
点
欧
米
、
と
く
に
欧
洲

ク
リ
ー
ト
建
の
学
校
建
設
も
容
 
青
函
ト
ン
ネ
ル
潜
工
云

A
と

の
よ
う
な
こ
と
は
全
然
み
ら
れ
 
頻
 

馴
 
喝
い
に
m
げ
痢
 

を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
道
路
に
す
る

位
で
完
成
す
る
よ
う
な
都
市
に
う
も
の
は
非
常
に
め
ぐ
ま
れ
ず
 

11
 
び
 
用
状
況
は
と
み
 
、

＼編
ミ
驚
鼠
、
 
一

一
哀
謡
岡
レ
り
潮
会
発
州
四
刊
 

六
月
一
日の
異
動
で
、
二
年
ぷ
よ
うo
 

ー
いi
・
・
中ぱ
震
湾

窪
醜

光

編
、
注
憐

書

喝
注
な
り
だい
も里
吃
と
い
け
公
然の
増
い
は
睡
曹
あ
っ
 療
 
一

鶏

準
拓
 
二
『

」
二
「
一」
に
籍

媛
用
す
る
こと
があ
 

雛
髭
舜
け鷲
が
監
製
議
慧
耀
誕
ぎ
耗
纏
か
劃
灘
或
馴
躍
疑
慧
裁
彩
続
馴
馴
離
蒜
穀
っ
彰
餐
麓
諮
薪

け
網
嘗
．
撒
．
り
無
「
曾
一

帝
嘱
謬
議
詳

、J
 

餐
勃
ソ
，

7
,
4
郵
論
彫
昇
髪
裂
多
袈
か

も
お
よ
ばぬ
位
の
事
業
等
も簡
悼
に
で
き
るこ
と
の
開
響
、
割

g
所
川
原
落
民
毒
散

帽

「
て
い
か
 
三
 
矛

携
途
畿
 

し
ま
す
。
 

・
 
移
血
か
臨
自
体
に
か
ぶ
さ
「
一て
お

A
カ
凄
え
‘
ネ
J
」
冨
右

α
司
芽
警

t
伽
井
に
て
さ
そ
こ
と
に
冒
星
嘱
 
収
芽
に
王
丹
“
馬
程
月
す
豊
に
存
求
カ
ノ
ーて
し
そ
 

二
ー
 
は
？
ゾ
ニ

？
ゆ
」
 
三
」
、
）
蒼
‘「・
さコ
馴
「
，

一
 
一一
十日
 

」

J
"（
ュり
「
ー

ブ
，

i

I
い
い
一
」」
仁
”

H
、
H
h
”
。
刻

h
引
雪
い
E
す
U
ぐ
コ
立
つ
拓
荏
亭
し
町
糾
こ
C
い
・
るニ
レ
ー
ン月
割
割
‘
引
知
×
引
斤
り
孤
旨
島
競
晋
工
生
「
」
目つ
こ
、
5
1
 一二
 
矛

子

D
全
也
或
は
 
執
』
一」
汽
誌
嚇i

・
紺・
・
噸
 
旺
禾三
十
三
年
八
月
 

m
溺
護
誇

い
耗

叙
線
驚

徽
雄

欝
籍
鶴
静
野
製
繊

が
は雛
翻
報
騒
麟
讐

鍵
牲

市
の将
来
の
夢
を
競
器
讐

鱗
獲

鮮

撃
嬰
賢
臨

騒
麟

携
託
”
献
購
難
陰

難
駄

難

設
を
み
ま
“
鍵
蒜
妬袈
認
頭
確

蔀
封
騒
編

夢
暴

競
詩

難
驚

賢
麗
鷲
認
餌

譲

野
慧

慌
報
鷲
維
 

別
に叫
明
の
必
要
も
な
い
で
し
け
れ
と
も結
か
わ
り破
損
設
な
ら
、
当
市
クラK
e新
都・
洗
濯
場
広
出
暴
業
等

々
数
え
 
の
嫁
に
も

そ
e
Hう
な思
い
碑
「
犀
に
開
所
さ
れ
一
時
中
止
 

ニ
雷
覇
m
ほ
，
1
1篇
需
胃

虐
遣
湾
書

維
い
い

・r‘二
欠一
た
准
い
m
mい
携
「
”に
准

驚
建

誇
「
 
潔
環
さ
誘
濃

准
に

子
・
替
濃
講

独
 

ン
．
り夢
斗
三
美

鰯
‘
鮎
誌

鋒
 

も
う
」
ケ
月
余
、―
課
内
の
職
ぐ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
．
 

年
月
を
か
サ
て
い
る
よ
う
で
す
に

な
り
ま
す
。
 

市
に
希
望
の
光
が
み
え
て
き
た
が
、
妻
サ
ト
さ
ん
は
勤
め
の
関
 
．
 
．
 

勿
論
、
旧
中
川

勢

に
主
・
た
 
い
 
鷺
醐
「
．一あ
て
先
 
東
京
華

代
田
区
九
 

ク
 
ク
《
 
フ
 
ク
 
レ
ー
プ
 
り
 

戸
ソ

・
ク
 
ク
 
戸
 
」
 

プ
 
【
 
こ

と
は
な
い
o
 

啓
治
さ
ん
が
卒
業
す
る
まで
時
方
の
考
流
も
変
っ
に
来
て
る
し展
の
鳶

を
辿
つ
て
来
た
もの
 
畑
濃
灘
雑
影
製
 

ケ
岡
の
開
米

民
雄
さ
ん

一
家
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港
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に
る
都
市一
漂
凄

警
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相
雑
露

喰
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・
叱
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森
毅
縫

鰯
露

誓
 

々
 
」
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訟コ
 
耶
 

丘
盲
い
月
ン
廿
費
で
b
さ
”
一と
い
凝
い

gい
え
。
い
‘5
町
臣
“
 」ョ
り
？
で
土
三
g
二
、
仁
一
二
 
国
保
三
好

診
寮
 
⑧
応

募
資
格
に
は
制
限
が
な
く
 

5
と
十
t
士
、
「
r
F、
‘
、
載
妄
釦

！
良
ユ《
二に
と
ニ
熱
影
 
姫
と

女

α
見

柳
 

ら
な
い
。
 

一
 

名
を
添
え
て
下
さ
い
。
 

・

ー
 
る
と

す
れ
は
「
 ー
ケ
年
「
四
，
 事
業
等
も
兼
ね
そ
な
え
た
公
営
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ー
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ー
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ー
匠
縄
須
『
て
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一

ロ
α
山
 

二
4
．
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管
畜
い
釦
声
舎
内
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麟
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零
年
W
か
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靴
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所
る
誘
醗

編
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二
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③
麟
綴
羅
甥
騎
町
 

驚
饗

熱

糞

議
薄
鋪
験

駕
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麟
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器
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読
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祝
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鷺
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麓
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⑧
）
鷹
磯鱗
れ
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警
瓢
」
」報
彰
熱
識
響
（
簿
鷺
輪
競
き
堅実
望メ』
競
難と
孫
さ
ん
ん
灘
難
「

維
m

糾
）
繊
鰹
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曹

、
充
分
な
る
設備
を
も
つ
き
れ
な
い
位
の
事
業
を
お
こな
繰
を
湾
孫

漕
ん

を
上
涼

m湾
湾

准
癌
競

」
 
れ
護

弾
癒
議

狸
 

〇
載

関
係
いを
く
に
名
産
 

製

か
さむ
上
に交
通
袈豊
を
四
年
間
勤
か

さ
せ
長
如影

沓

一
町
歩と林
檎
畑一
可
五
確
員
一
同
張
切
つ
て
お
りま
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認
露
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上
映
に
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つ
て
は
U
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慶
男

D
書
合
さ
ん
ま
青
森
師
一
たも
の
で
あ
る
。
 

つ
て
い
た
。
 

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
ど
し
ノ
、
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n
町
え
れ
川
「
を
愛
偶
「
加
 

臓
慧
鞍

終
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籍
獲
競
醸
愛

声
履

ら
・
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」
鑓
縫
鍵
」

（
鷲
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灘
（
犠
 

が
お
互
い
が
教
養
を
積
む
こ
と
な
の
で
下
宿
代
も
相
当
見
込
ま
ーさ
せ
た
こ
と
は
な
い
o
や
は
り
し
た
事
も
あ
る
が
同
二
十
六
年
（
イ
）
 機
材
の
操
作
は
ア
メ
リ
 

に
よ
つ
て
斯
様
な
事
は
生
ず
る

れ
る
か
ら
サ
イ
さ
ん
が
長
男
の
時
代
の
変
化
と
と
も
に
若
い
人
に
再
開
さ
れ
、
そ
の
ご
年
々
発
 
り
汝
靴
什
ソ
汐
n
済
礁
分
舗
 

に
達
し
た
が
一
一人
一
瀦
で
吐
浮
一
中摩
校
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す
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に
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く
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、
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つ
て
も
ら
い
こ
れ
が
卒
業
と
同
、
自
分
達
の
若
い
頃
の
考
え
で

で
あ
る
。
市
役
所
保
険
課
で
は
 
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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緩
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機
械
を
む
け
る
と
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や
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て
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機
材
の
貸
出
を
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け
よ
う
 
史
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れ
く
さ
そ
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】
長
謄
 

、、
、
 l
 市
公
民
舘
に
申
 
r
I
】
J
一
・プ
．，
‘
 
・
J
 

」
、
 
ブ
 
込
の
上
大
い
に
 
‘

d
E」
」
“
胤
に
舗
‘
 

昭
和
十
七
年
に
三
妬
村
議
会
鵬
 
ー
ノ
 

ご
利
用
下
さ
い
全
国
市
長
会
が
主
臓
し
て
、
全

員
一
期
、
在
郷
軍
人
分
会
長
、
 

一
 

国
五
百
六
の
都
市
を
紹
介
す
る

翼
賛
壮
年
団
長
、
三
好
消
防
団

一
、
貸
出
す
る
機
材
 

「
お
国
自
慢
』
の
写
真
を
募
集

畏
等
を
歴
任
し
て
、
昭
和
ニ
十
 
ビ
ク
タ
ー
映
写
機
及
附
属
品

し
て
お
り
ま
す
。
 

二
年
に
公
職
追
放
と
な
り
、
現
 

一
式
 

次
の
各
項
目
に
基
い
て
多
数

在
は
遺
族
会
三
好
支
部
長
を
遺

ニ
、
機
材
の
貸
出
は
市
内
と
西
の
ご
参
加
を
望
ん
で
お
り
ま
す

族
の
方
の
す
す
め
で
つ
と
め
て
 
北
両
郡
内
の
読
轡
団
体
な
ら

の
主
 
題
 

い
る
だ
け
で
、
そ
の
外
は
晴
耕
 
び
に
教
育
関
係
団
体
、
そ
の
 
〇
公
会
堂
、
交
通
機
関
、
上

雨
読
の
毎
日
を
送
つ
て
い
る
。
 
他
分
舘
長
が
適
当
と
認
め
た
 

下
水
道
な
ど
の
公
共
施
設
 

反
歩
か
ら
の
収
穫
は
ほ
と
ん
ど
 
、
写
真
今日
も
診
察
す
る
阿
一
 
財
執
破
な
鴨
版
払
排
久
潟
瞬
 

帰
り
ぎ
わ
に
写
真
を
一
枚
と
 
も
の
に
対
し
て
行
う
。
 

O
各
浦
城
に
ぞ
く
す
る
名
勝
 

る
 
肋
か
引
b
い
い
 
ご

・
に
 
，
 

段

一
の
十
四
 

一
 
全
国市
長
会
 

一
 
『フ
オ
ト
、
 コ
ン
テ
ス
ト
係
』
 

天
選
発
豪
ー
『市
政
』
九
月
号
誌
 

止
の
予
定
、
人
選
者
に
は
直

接
通
知
い
た
し
ま
す
 

一
 

に
観
覧
さ
せ
る
よ
う
に
し
な
 

長
が
認
可
し
た
ビ
ク
タ
ー
」
 

二
点
賞
金

一
万
円
及
賞
品
 

"' 	“一 	.W. 	ク日う呑イ丁ノ 
m
 

皿
 

、弟サ仕ちソ 目
 

』ノ
 

月
 

ノ
‘
 

昭 和 ブブごIF 

」
一
 丁 

\
 

\
 

の 士 

子

供
 
の
 
教
育

を
計

画
的

に
 

連
日
の
新
聞
の
三
面
記
事
を
賑
わ
し
て
い
る
こ
と
に
．
兄
弟
間
の
葛
藤
対
立
、
親
子
間
の
匁
傷
沙
汰
等
が
あ
と

を
絶
た
ず
、
世
上
の
寒
心
事
と
な
つ
て
、
こ
れ
が
防
止
策
を
痛
切
に
望
ま
れ
て
い
る
。
私
共
市
民
と
し
ま
し
て

も
こ
れ
を
単
な
る
他
山
の
石
と
し
て
見
捨
て
お
く
わ
け
に
は
ゆ
く
ま
い
。
か
か
る
川
来
事
は
勿
論
、
国
土
の
狭

阻
に
因
し
て
い
る
事
も
さ
る
事
な
が
ら
、
国
民
の
教
養
の
ひ
く
い
事
も
大
き
な
原
因
の
ー
つ
で
あ
ろ
う
。
一
方

ま
た
表
沙
汰
に
な
ら
な
い
競
合
も
決
し
て
少
な
い
も
の
で
は
な
い
。
此
の
種
の
も
の
は
 
や
は
り
嫁
と
姑
の
感

党
の
相
違
、
親
と
子
の
感
覚
の
相
違
が
そ
の
原
因
と
な
つ
て
常
に
家
庭
内
を
暗
い
プ
ェ
ー
ル
で
包
ん
で
い
る
様

子
で
あ
る
o
市
役
所
で
は
、
明
る
く
住
み
よ
い
市
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
先
ず
自
分
達
の
家
庭
を
明
る
く
し
よ

う
と
、
嫁
と
姑
の
仲
が
よ
く
、
兄
弟
仲
も
非
常
に
よ
い
所
謂
明
る
い
家
庭
五
所
川
原
の
模
範
を
広
報
に
掲
載
し

て
市
民
の
み
な
さ
ん
方
に
お
知
ら
せ
し
，
又
よ
き
導
標
と
し
た
い
と
思
つ
て
お
り
ま
す
が
今
此
処
に
紹
介
す
る

開
米
さ
ん
の
家
庭
は
決
し
て
私
共
市
民
に
と
つ
て
は
高
嶺
の
花
で
は
な
く
進
ん
で
家
庭
を
明
る
く
し
た
い
も
の

と
念
願
し
て
や
み
ま
せ
ん
 

◇
 

開
米
民
雄
さ
ん
は
今
年
六
十
一
に
遠
い
親
戚
に
あ
た
る
人
で
、
ぎ
、
夫
妻
揃
つ
て
五
所
川
原
中

一
番
大
切
な
こ
と
で
民
雄
さ
ん

才
で
、
市
内
鶴
ケ
岡
に
於
て
水
小
さ
い
時
、
両
親
に
死
別
し
た
学
校

に
教
べ
ん
を
と
つ
て
い
る
は
と
れ
を
、
民
主
国
家
に
な
る

田
一
町
歩
、
林
檎
畑
二
町
五
反
精
造
（
二
十
三
才
）
を
引
取
つ
が
、
長
女
は
本
年
三
月
ま
で
鶴
以
前
か
ら
実
行
し
て
来
た
も
の

歩
を
耕
作
し
て
い
る
人
で
、
従
一て
七
人
の
生
活
で
あ
る
が
、
長
ケ
岡

の
学
校
に
奉
職
し
て
い
た
で
あ
る
。
こ
れ
と
表
裏

一
体
を

容
と
し
て
無
ロ
な
と
こ
ろ
は
、
一
男啓
治
は
青
森
師
範
学
校
を
卒
関
係
で
実
家
に
帰
つ
て
来
た
と
な
す
も
の
は
各
人
が
謙
譲
の
気

や
は
り
家
庭
を
明
る
く
す
る
素
一業
し
て
、
現
在
鶴
田
町
に
教
ぺ

い
う
わ
け
で
あ
る
。
 

持
を
持
つ
こ
と
で
あ
り
て
親
子
 

睦
男
箆
畦
わ
っ
て
い
る離
貼

騒
軒
総

報
 
家
庭
を
明
る
く
 
器

登
騒
競
設

誌
 

開
米
さ
ん
の
家
庭
は
民
雄
さ
業
し
て
、
県
立
五
所
川
原
農
林
 

ナ
 
る
 
こ
 
ま
 
る
と

い
つ
て
い
る
。
 

ん
と
妻
サ
ト
へ
五
十
五
才
）
母
高
校
に
奉
職
し
て
お
り
，
長
女
 
一
 
ー
 

こ
ん
な
こ
と
を
い
う
と
父
親

キ
ン

（
八
十
二才
）
長
女
吉
川

の
サ
イ
さ
ん
は
こ
れ
ま
た
東
北
な
ん

と
し
て
も
一
同
に
会
し
て
と
し
て
の
威
厳
が
失
な
わ
れ
る

サ
イ
夫
婦
と
そ
の
長
男
、
そ
れ

短
大
を
卒
業
し
て
吉
川
家
に
嫁
話
し
合
の
場
を
つ
く
る
こ
と
が
よ
う
に
思
う
か
も
知
れ
ま
せ
ん
 

◇ 

◇
 



（艶結岩） 	(1

部 

2円） 報
 

広
 

市
 

原
 

川
 

所
 

五
 

一
それ
で
は
ど
ん
な
こ
と
に
注
意
 
靭
嚢
 

一し
た
ら
い
い
の
で
し
ま
う
か
、
 
翼
七
，い

！
 

ー
 ー
 
ー
 
．
 

‘
 

？ソ
3
 

鏡
灘
雑
舞
破
）
 

配
つ
て
い
つ
た
な
ら
病
気
を
招

く
こ
と
は
ま
ぬ
が
れ
ま
し
よ
う
 

お
茶
を
ど
う
ぞ
 

市
民
課
窓
ロ
で
．
 

市
民
課
で
は
窓
ロ
を
利
用
す
る

一市
民
の
皆
さ
ん
に
サ
ー
ビ
ス
の
 

に
ノ
 

昭和 33 年 7 月 15 日 （第44号） 

親
 
原
 
小
 学
 
校
 

八
十
五
周
年
式
典
 

七
 

月
 
一
 
日
 
盛
 
大
 

に
 

明
治
の
歴
史
を
細
大
知
つ
て
い

る
か
の
よ
う
な
，
老
木
に
か
こ
ま
れ
た
広
い
校
庭
の

そ
の
中
に
、
色
あ
せ
た

校
舎
が
今
年
八
十
五

周
年
に
な
る
五
所
川
原
小
学
校
で
あ
る
。
名
山
，
大
川
は
人
傑
を
生
み
環
境
は
そ
れ
を

育
て
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
清
流
岩
木
川
の
せ
、
ら
ぎ

を
と
な
り
に
き
、

名
実
共
に
環
境
の
整
備
さ
れ
た

学
舎
で
あ
る
o
時
代
は
変
り
世
は
移
れ
ど
も
、
教
育
の
真
理
は
永
遠
に
し

て
不
滅
、
五
小
校
も
又
こ
の
原
則

と
共
に
八
十
五
年
間
の
星
霜
を
積
み
重
ね
て
来
た
訳
で
あ
る
。

こ
の
間
い
く
た
の
英
才
を
輩
出
し
育
て
あ
げ
 

、
更
に
今
後
を
あ
た
、
か

い
気
持
で
見
守
つ
て
い
る
。
こ
の
日
七
月
一
日
は

天
空

一
片
の
雲
も
な
く
又
と
な

い
祝
賀
日
和
で
あ

つ
た
小
学
校
児
童
は
旗
行
列
で
大
通
り
を
ね
り
あ
る
き
市
内
は
す

つ
か
り
祭
り
気
分
で
あ

つ
た
。
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一
 

《
 

『
 

ー
プ
‘
 

泳
ソ
 

五
 

際
に
つ
い
て
視
察
し
た
が
、
整

つ
た
設
備
と
運
営
の
合
理
性
に

驚
き
帰
県
し
た
o
 

（
写
真
 
そ
の
「
行
）
 

私
達
が
生
き
て
 

』つ
 
行

く
た
め
に
は
 

ぱ
劃
』
線
醜
”
 

れ
卸
「騒
警
 

り
 
課
 
て
行
か
な
け
れ
 

認
簿
議
 

】
【
曲
 

i
 

よ
い
と
云
う
の
 

」一
 
一

r
 
で
は
な
ん
に
も
 

」
り
 

な
り
ま
せ
ん
。
 

潟
オ
 
り

つ
ば
な
健
康
 

体
を
つ
く
る
た
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一
六
〇
円

ケ
ン
タ
ツ
キ
プ
ル
ー
グ
ラ
ス
 

三
一
〇
円
ー
 

ケ
ン
タ
ツ
キ
引
フ

エ
ス
タ
 
ー
 

一
五
〇
円
ー
 

イ
タ
リ
ア
ン
ラ
イ
グ
ラ
ス
 

】
一
〇
円
 

．ヘ
レ
ニ
ア
ラ
イ
グ
ラ
ス
 

小
岩
井カ
プ
 
乳開
一
 

ラ
ィ
麦
 

一
 
五

五
円
 

住
所
、
氏
名
、
品
種
名
、
数
一

量
、
送
り
先
（
線
名
、
・
着駅
〕
 

及
び
送
り
方
法
（
小
口
扱
、
 

小
包
扱
）
を
ご
明
記
ね
が
い

ま
す
。
 

代
金
決
算
 
一
 

纏
議
蕊
第
嚢
齢
 

し
ま
す
。
 

一
 

申

込
先
 

青
森
市
長
嶋
、
長
谷
川
ビ
ル
 

内
 
青
森
県
牧
野
協
会
長
 

小
岩
井
カ
プ

ラ
ィ
麦
 

一
一
、注
 
、
文
 

肩
旦
書
m

｝
一
二

r
、
．？
声
ヂ
●
‘
一
二

一
一
ぐ
」
玉
半
 

一③
募
集

人

員
 

そ
の
他
不
男
な
点
が
あ
り
ま
し

二
等
陸
士
 
約
七
五
〇
い
名
た
ら

市
役
所
市
民
課
に
問
合
せ

ニ
等
海
士
 
約
 
四
し
〇
名
下

さ
い
。
 

二
等
空
士
 
約
 
九
O
O

名
 
ー

ー
r

ー
ー
ー

ー
 
ー
 

④
応
募
資

格
 
牧

悼
唯
子
入

用
 

一

昭
和
八
年
九
月
ニ
日
よ
り
昭
 
の

方
は
申

込
を
 

和
十
五
年
九
月
一
日
ま
で
の
一今
年
度
秋
播
用
牧
草
種
子
を
左

間
に
生
れ
た

（
昭
和
三
十
三
記
の
と
お
り
幹
旋
い
た
し
ま
す
一

年
九
月
一
日
現
在
満
十
八
才

か
ら
入
用
の
方
は
需
要
量
を
取
」
 

以
上
二
五
才
未
満
）
日
本
に

ま
と
め
の
上
申
込
し
て
下
さ
い
一

国
籍
を
有
す
る
男
子
で
、
学

一
、
瞬
願
及
単
価
 
一

校
教
育
法
に
定
め
る
中
学
校
 

赤
ク
ロ
・ハ
ー
 
ニ
ー

つ
ョ
ー
 

）難
難
難
啄
薫
川
ー
一
蕪
一
 

者
 

オ
ー
チ
ヤ
ド
グ
ラ
ス
 

（
式
典
会
場
）
 

う
な
暑
さ
が
や
つ
て
来
る
こ
と
 

に
な
る
が
、
又
子
供
達
の
水
遊

び
も
さ
か
ん
に
な
り
ま
す
。
 

毎
年
岩
木
川
辺
で
数
名
の
水

の
犠
性
者
も
で
る
の
も
こ
の
頃

で
す
。
市
で
は
例
年
の
よ
う
に

七
月
一
日
か
ら
岩
木
川
辺
に
水

難
監
視
所
を
設
け
て
監
視
に
あ

た
つ
て
お
り
ま
す
が
監
視
人
の

い
う
事
を
よ
く
き
い
て
水
難
事

故
を
防
ぐ
ょ
う
特
段
の
注
意
を

望
ん
で
お
り
ま
す
。
 

（
写
真
 
監
視
員
と
子
供
達
）
 

二l
i，繰
噂
《4
1麓
 

鷲
麟
鷺
 

火
災
に

注
意
 
り
 

麗
羅
蕩
嘉
議
臓
醸
鱗
』
難
麓
寵裟
？
灘
）
綴
 
住民
登
録
六
周
年
 

薦
鷺
鷲
繰
 

・i
消
防
本
部
か
ら
 
）
嶋
馴
臓

譲
煽
轍
呼
」
餌
嘱
鷺
篤

幾
難
競
」
」銀
装
，
 

七
月
中は
閲覧
を
無
料
に
 

麟
鱗
麟
一1鱈難
難
羅
鷺
灘鷺
難
 

天
こ
（
c
、
長
欠

（
c
7
ラ
皆

戸
て
主
女
ヒ
戸
と
云
う
人
塁

す
る
と
本
シ
医
く
十
る
し
、
士

り
い
ら
戊
カ

し
て
戸
る
D
で
「
 

五
所
川
原
市
消
防
本
部
 

水
難
監
視
所
開
設
 

水
遊
び
に
ご
注
意
 

梅
雨
あ
け
と
同
時
に
う
だ
る
よ
 

定
刻
の
九
時
三
十
分
か
ら
同
校

講
堂
で
祝
典
に

入
り
創
立
以
来

八
十
五
年
間
に

一
万
七
千
二
百

十
名
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
た

歴
代
校
長
二
十
四
名
と
県
知
事

代
理
、
外
崎
市
長
を
は
じ
め
、
 

一
各方
面
の
関
係
者
約
五
百
名
が

一
参
列
した
。
 

一
 そ
の
菅
、
旧
お
蔵
の
内
互
蔵

一仮
校
舎
か
ら
今
月
の
隆
盛
に
努

力
し
た
恩
師
を
慕
う
追
悼
、

つ
 

y
い
て
こ
の
程
購
入
し
た
ビ
ア

ノ
の
伴
奏
に
よ
る
君
が
代
の
合

唱
で
厳
か
に
開
式
さ
れ
、

‘三
上

現
校
長
の
式
辞
、
工
藤
市
教
育

長
の
式
辞
と
続

い
て
、
尾
崎
記

一
念
事業
協
賛
会
副
会
長
の
経
過

一報
告
、
歴
代
学
校
長
並
び
に
永

一年
勤
続
者
の
功
績
を
讃
え
て
感

一謝
状
と
記
念
品
の
贈
呈
が
あ
り

こ
の
あ
と
各
参
列
者
か
ら
、
次

代
を
背
負
う
国
民
の
育
成
に
全
 

、一
力
を
集
中
し
、児
童
も
ま
た
学
 

「業
に
励
み
善
良
な
校
風
の
樹
立

に
努
め
て
貰
い
た
い
、
と
祝
辞

が
あ
り
終
つ
て
卒
業
生
か
ら
の

祝
電
披
露
な
ど
が
あ
つ
て
正
午

盛
会
裡
に
閉
会
し
た
。
 

尚
表
彰
さ
れ
た
歴
代
校
長
及
 火

災
に
心
配
の
な
い
、
わ
が
家

と
す
る
た
め
に
次
の
こ
と
を
是

非
実
行
し
て
下
さ
い
。
 

一
、
建
築
物
に

つ
い
て
は
防
火

上
の
こ
と
か
ら
、
つ
と
め
て

防
火
構
造
と
す
る
こ
と
。
 

ニ
、
飛
火
や
近
火
に
よ
る
延
焼
 

元使元寺学元笹事元沢：工山荒菊福 
ルー A七山 4.1c 賞森務裳田爽田関地士
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を
防
ぐ
た
め
、
屋
根
は
ト
タ
 

火

災
に

注
意
 

・

…
消
 
防
 
本
 
部
 
か
 
ら
 

落
ち
て
も
危
険

の
な
い
余
地

を
お
く
こ
と
。
 

尚
側
壁
は
床
面
か
ら
、

か
ま

ど
、
風
呂
釜

の
少
く
と
も
11
1
 

十
糎
ま
で
を
耐
火
又
は
防
火

構
造
と
す
る

こ
と
。
 

防
火
構
造
と
し

た
場
合
は
、
 

壁
と
か
ま
ど
と
の
間
隔
を
一
一
 

。
 

北

上
市
で

視

察
 

《
藩W
 
tり
一
，
 

ー
 
ョ
，
乏l

り
多
ノノ
ジ
ノ
り
ノ
ノ
ノ
ノ
ジ
ノ

ノノzり
ン
ン
ノ

ノノ
ノ
ノ
ノ
ノノ
ノノノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ

ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
／
ノ

ノノ
ノノ
ノ
ノ
ノ
／

f
ノ
ノ
ラ
ノ
ノ

ノ
ノ／
ノ
ノ
ノノ
ラ
ニ
ノ
ノ
三
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ

ニ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノノノ
ノ
ノ
／
ノ
ー
／
ジ

F
ノ
ノ
ノ
ノノ
…ニ
三
ノ
 

め
に
は
偏
食
は
禁
物
で
す
、
 

ぺ
く
努
め
て
お
り
ま
す
。
ま
た

！
 

⑥
試
験
科
目
 

お
茶
の
準
備
も
し
て
お
り
ま
す

本
年
度
第
二
次
自
循
官
募
集
締
で

す
か
ら
希
望
者
は
ふ
る
つ
て
 
中
学
校
卒
業

程
度
の
学
力
に

の
で
来
庁
の
際
は
ご
自
由
に
召

切
日
は
今
月
二
十
一
日
に
な

つ
志

願
さ
れ
る
ょ
う
お
す
す
め
し
 

つ
い
て
行
う
筆
記
試
験
（
国
 

上
つ
て
下
さ
い
。
 

て
お
り
ま
す
o
 

ま
す
。
志
願
書
は
市
役
所
市
民
 
語
，

数
学
、
社
会
）
身
体
検
 

（
写
真
そ
の
お
花
と
お
茶
）
 
左

記
要
領
に
よ
つ
て
受
付
中
課

に
あ
り
ま
す
。
 
、
 

査
及
口
述
試
験
と
す
る
。
 

意
味
で
、
花
瓶
を
備
え
、
課
職
 

・
ー
 

露
石
蝕
「
激
讐
嶋
 
E
 

備
 
伯
 

鰐
 
集
 

め
気
持
ょく
用足
し
て
も
らう
 

締

切
七

月
一
一
十

一
日
 

住
民
登
録
六
周
年
 

七
月
中

は
閲
覧
を
無
料
に
 

学
校
長
 
工

藤

民
一
郎

勤
続
十
年
以
上
 

秋
田
 
修
次
 
永
井
．
末
吉

平
山
 
ナ
ル
 
瓜
田
次
郎
八

永
井
．
か
つ
 
原
 
八

重

岡
本
 
建
三
 
鳴
海
 
博

長
尾
勝
衛
 
小
山
内
、
と
せ

藤
田
 
実
 
谷
藤
 
と
し

片
岡
 
清
英
 
藤
田
 
忠
吾

坂
本
 
菊
枝
 
木
村
 
さ
だ

通
り
o
 
 

、
 
二
い
叫

し
I
鋤
方
‘
上
い
ら
五
、

火
災
予
防
上
、
常
に
有
効

艮
r
墨
旨
了
と
耳
勺
二
剖
‘
い
 
申
い
か
い

こ
引
。
醜
「
上
い
 
「
、
‘
ら
ミ
く
く
5
、5
、5
、
‘
、
‘
5
、
‘
く
、
“
'
5…
ミ

5
、
、
‘
く
乏
く
く
く
く
ム
 

～
る
と
「
准
し
も
酬
引
和
で
ら
多

く
な
つ
で
お
か
士
す
D
で
、
叫
し
し
引
制
民
か
加
な
ざ
か
ぐ
 

こ
と
。
又
延
焼
防
止
上
か
ら

隣
接
建
築
物
と
の
間
に
は
空

地
を
設
け
る
こ
と
。
 

煙
突
取
付
の
壁
体
、
天
井
 

、
屋
根
に
は
必
ら
ず
目
が
ね

石
又
は
不
燃
材
料
を
用
い
る

こ
と
。
 

か
ま
ど
風
呂
場
を
作
る

と

き
は
、
そ
の
床
は

コ
ン
ク
リ
 

ー
ト
そ
の
他
燃
え
な
い
構
造

と
し
、
又
た
き
ロ
か
ら
灯
が
 五

、
火
災
予
防
上
、
常
に
有
効

に
使
用
で
き
る
消
火
設
備
を

な
す
こ
と
。
 

『
火
事
の
知
ら
せ
は
 

一
 
一
九
番
 
へ

』
 

黒
宇
経
営
で
全
国
的
に
特
異
な

国
保
五
所
川
原
市
立
病
院
は
時

折
各
県
、
関
係
者
の
視
察
を
迎

え
て
い
る
が
、
去
る
六
月
三
十

日
岩
手
県
北
上
市
の
保
険
衛
生

課
長
昆
野
康
美
氏
を
は
じ
め
市

議
会
臓
員
、
国
保
運
営
委
員
等

八
名
が
来
五
、
市
役
所
で
青
山

保
険
課
長
か
ら
病
院
運
営
の
一

般
的
な
部
面
に
つ
い
て
脱
明
を

受
け
、
終
つ
て
市
立
病
院
の
実
 

田
に
働
く
に
行
く
頃
に
な
る

と
フ
ヲ
！く
と

病
太
の
様
で

ヤ
カ
ソ
も
持
て
な
い
、
わ
ら

し
で
生
命
と
ら
れ
る
」
 

と
嘆
い
て
い
た
。
 

昨
年
私
達
の
地
区
で
受
胎
調

節
講
習
会
の
際
一
番
現
在
困
つ

て
い
る
事
を
か
い
て
も
ら
つ
た

ら
、
三
十
才
過
ぎ
の
人
達
は
殆

ん
ど
生
み
た
く
な
い
と
い
う
、
 

若
い
人
は
も
つ
と
間
（
年月
）
を
 

“
ら
之
‘
く
く
“
"
"
"
"
"
"
"

‘
く
く
く
く
く
く
く
“

"
"
"
"

‘
く
 
い
る
と
、
誰
で
も
思
ふ
事
で
あ
多

く
な
つ
て
お
り
ま
す
の
で
、

料
と
し
て
市
民
の
み
な
さ
ま
に

ろ
う
．
し
か
し
母
体
の
健
康
と
色

々
と
不
行
届
の
点
も
あ
る
か

公
開
す
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た

当
に
必
要
と
思
は
れ
る
人
達
．
 そ
れ
以
来
夫
も
協
力
し
て
く
れ

生
れ
た
子
供
の
噛
育
を
lR
全
に
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
市
役
所
の
 
ま
た
、

相
談
係
に
お
い
て
，
 

つ
ま
り
組
織
の
外
に
も
れ
て
い
る

様
に
な
つ
た
そ
う
で
あ
る
、
 し
家
族
全
体
の
し
あ
わ
せ
を
考
職

員
は
み
ん
な

一
生
懸
命
に
や
戸
籍
、

住
民
登
録
に
関
す
る
色

る
人
達
も
随
分
多
い
こ
と
を
家
本

当
に
生
み
た
く
な
い
と
、
真

え
る
な
ら
当
然
受
胎
調
節
が
必
つ
て

い
ま
す
か
ら
、
何
と
ぞ
よ
ん

な
問
題
が
あ
り
ま
し
た
な
ら

庭
訪
間
を
見
て
痛
感
す
る
。
 

剣
に
考
え
て
い
る
人
達
に
こ
そ

要
で
あ
り
ま
し
よ
う
、
 

ろ
し
く
ご
支
援
の
程
を
お
願
い
ば
、

何
時
で
も
係
員
が
喜
ん
で

幾
ら
農
村
で
も
昔
の
様
に
生
調

節
は
出
来
る
の
で
あ
つ
て
、
 

男
性
の
方
も
何
時
迄
も
若
く
申
上

げ
ま
す
o
 

相
談
に
応
ず
る
こ
と
に
な
つ
て

む
瑚
代
は
過
ぎ
て
真
剣
に
主
婦
い

、
加
減
に
考
え
て
い
る
の
で

、
に
こ
や
か
な
妻
を
持
ち
た
い
 
な
お
、

住
民
登
録
の
要
点
と
お
り
ま
す
の
で
、
何
分
ご
利
用
 

垂
割
粉
え
て
宋
て
い
る
o
し
か
は

実
行
も
困
難
で
あ
ら
う
。
 

と
思
ふ
な
ら
、
ど
う
ぞ
受
胎
調
い
た
し

ま
し
て
は
 

し
て
下
さ
い
．
 

し
仲
々
実
行
さ
れ
て
い
な
い
、
 

私
達
の
地
区
で
も
成
功
し
て
節
に
、
も
っ
と
協
力
し
て
頂
き
 
一
、

転
入
の
場
合
 

，
 

経
済
民
生
部
長
 

ー
 

生
み
た
く
な
い
が
『
そ
う
は
」
 
い
る人
達
も
多
い
、
し
か
し
始

た
い
も
の
で
す
。
 
（
 
ニ
、

転
居
の
と
き
 
新
 
岡
 
弥
 
蔵
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昭和 33 年 7 月 15 日 （第44号） に
ノ
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農協婦入部の・成果 

一農家の生活を楽にするには，農業協同組合を母体として生産の向上を図り、販路の拡大に努めなければならないことだが、それも弱小農 

”ー二猫ま、とうていおぼつくことではない。ぞこで現在浦々に叫ばれているのは、町村合併と同様農協組の事である。市内にもこれが合

！併の機運が二、三見え始めたが未だ機熟せずか、又立消の状態となつている、この機運をかもし田すのには、男の方よりも最近では婦人 

》
 

の方にウェートがぐつとかかつて来たようである。今は昔と違つて自分の家だけよければ足りた時代ではなく、部落の農家全部、いや国

の農家全部が一丸となつて，しかも誰からの命令を受けるのでもなく、話し合い、協力しあつて自分達の生活をよくし、ひいては新しい 

村造くりに役立たせるのも、しいて云えば農協婦人部の仕事だと考えられる。 

て
 

ね
 

訪
 

か
4
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一
A
h
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二
〈
一U
 

飯
 

ヤ
仙
 

”
ハ
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農林基本調査 
月一日から実施 八

 

七
月
七
日
旧
七
利
村
大
宇
持

子
沢
に
初
発
を
み
ら
れ
ま
し

た
、
昨
年
は
七
月
十
四
日
ま

で
七
日
早
く
発
見
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
病
斑
は
急
性
型
で

胞
子
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す

か
ら
田
圃
を
よ
く
見
廻
り
、
 

発
生
を
み
た
ら
、
た
だ
ち
に

水
銀
粉
剤
を
反
当

3
1
4
K
 

散
布
し
て
裏
延
を
防
ぐ
よ
う

に
つ
と
め
て
下
さ
い
。
 

庭
釦
割

r響
磐
 ⑥

気
温
が
低
い
場
合
は
特

の
管
理
に
注
意
す
る
。
 

⑥
稲
の
生
育
が
悪
く
と
も
、
み

だ
り
に
追
肥
す
る
と
か
え
つ

て
生
育
が
不
健
全
に
な
り
病

害
虫
の
抵
抗
性
が
弱
く
な
る

か
ら
注
意
す
る
。
 

畑
作
物
は
次
の
点
に
特
に
注
意

す
る
。
 

＠
大
豆
の
培
土
は
効
果
が
大
き

い
か
ら
適
期
に
行
う
。
 

③
馬
鈴
署
の
疫
病
は
発
生
が
多

い
見
込
み
で
す
か
ら
、
こ
れ
 

⑥
い

も
ち

病
 

ー
 
増
収
の
お
Y
e
手
 

か
ら
よ
く
注
意
す
る
。
 

11% は青森 

7リーニンク”は藤田 
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万
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町
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護
』
昭
融
 
至
 

弾

苗

七
四
の
カ
グ
ザ
健
 

一
 

五
所
川
原
市

役
所
前
 

村
 
元
 
酒

店
 

電

話
二

五

一
一
 

五
所

川
 
原
 市
飯
浩
 

今
嘉

自
転
車
店
 

蕃 

冬い、早 LP) 
しかも 美しい 

騰縁』 
市内旅生町 

19-. 2,2 J229 

』
 

四
月
か
ら
実
施
さ
れ
た
第

一
期
め
七
月
と
八
月
の
ニ
ケ
月
間
を

り
ん
ご
安
定
生
産
運
動
は
生
産
第
二
次
り
ん
ご
安
定
生
産
運
動

者
各
位
の
努
力
に
よ
つ
て
、
当
一
期
間
と
して
強
力
に
こ
れ
を
推

初
予
想
さ
れ
た
モ
ニ
リ
ヤ
病
も
一進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
か

最
少
限
に
お
さ
え
生
産
確
保
の
ー
ら次
の
事
柄
に
充
分
注
意
し
て

所
期
の
目
的
に
達
し
た
よ
う
で
一最
大
の
成
果
を
挙
げ
た
い
も
の
 

あ
り
ま
す
。
 

で
す
。
 

つ
い
て
は
品
質
の
向
上
と
次
一
、
現
地

講
座
 

年
度
の
生
産
確
保
を
は
か
る
た
 
①
 
旧
松
島
村
金
山
 

リ
ソ

認
の
安
定

生
産
蓮
動
 

金
 
山
 
で
 
現
 
地
 
講
 
座
 

す
ょ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

牧
，
、
趣
数
 

、
l
I
 
「
、
 
し
、
無
糾

底
簾
 
！

，
 
画
な
追
肋
 

"
‘
 
山
「

一
な
ど
し
た
 

ト
ハノ
 

1
一
い
で
、
水
 

」d
一
虫
『
一
の

管
理
に
 

‘
．
 
注
意
し
、
 

に
発
育
の
 

．お
く
れ
を
 

と
り
も
ど
 

四
、
二
三
五
町
歩
で
あ
つ
た
が

そ
の
后
年

4
周
辺
町
村
の
合
併

に
よ
つ
て
昨
年
八
月
一
日
現
在

の
調
査
で
は
、
農
家
数
四
、
五

八
四
戸
、
耕
地
面
積
五
、
七
六

九
町
歩
と
飛
躍
的
に
増
大
し
、
 

本
市
全
産
業
の
大
半
を
占
め
て

お
り
ま
す
。
 こ
の
よ
う
に
広
大

な
地
城
に
散
在
す
る
大
小
七
十

五
の
部
落
が
現
在
ど
の
よ
う
な

農
業
活
動
を
し
て
い
る
か
、
農

業
経
営
の
実
態
を
知
る
と
と
に

よ
つ
て
、
目
下
計
画
実
施
の
段

階
に
あ
る
農
業
振
興
計
画
の
一

大
潤
滑
油
と
な
る
も
の
で
あ
る
 

お
り
で
す
。
 

轍
」
難
熊
灘
難
 

山
一
叱・
“
‘ま
す
の
で
真
実
性
の
あ
る
統
計
 

青
森
県
統
 
一
、
動
力
耕
転
機
の
現
況

十
か

i
山
 
に

つ
い
て
 

時

m
“
け

以
上
が
調
査
の
主
要
項
目
に
な
 

旦
に
J去
ョ
ぐ
 

ー
 

・
‘
・
‘
・
F
・
、・
‘
 

翻
准
髪
締
欝

g雛
験

温
携
糎
蘇
最
競
麟
綴

雛
麟
繊
競
譲鵬
警
鯵
 

敏
町
糾

t
燃
料
な
ど
を
経
営
耕
地
の
階
層
 

r
仁
o
 ‘
別
に
調
査
し
、
農
業
機
械
の
動

ひ
柵
二
向

と
、
農
業
経
営
の
実
態
を
把

ト
い

F
二
握
す
る
仕
組
に
な
つ
て
お
り
ま
 

t
恥
小
剥

す
。
農
林
統
計
は
従
来
農
林
行
 

m
噺
馴
師
比の
糾相
琵

ひ
てい
講
」
 

漂
難
競
慕
畠

奮
鳶
勲
 

し
た
時
の

冴
け
弓
け
」
一
・
」
け
プ
 
五ョ
「
 

防
除
は
適

期
薬
剤

散
布
か
ら
 

さ
 

期
に
除
』
 
現
在
ま
で
の
一
化
期
幼
虫
被
今
次
調
査
の
主
要
項
目
は
次
の
 

叱
響
寵

午
前
九時
 

支
 
会
 
長
 
園

②
 
旧
三
好
村
鶴
ケ
岡
 

叱
響
寵
午
後
辱
 

講
師
は
何
れ
も
県
り
ん
ご
試

験
場
、
三
浦
所
長
 

今
月
は
昭
和
二
十
九
年
四
月
に

発
足
し
た
飯
詰
農
協
の
婦
人
部

に
ス
ポ
ツ
ト
を
あ
て
て
み
る
こ

と
に
し
た
、
現
在
組
合
員
は
一
一

百
三
十
人
で
部
長
（
大
久
保
ェ
 

/
 

に
 

／
ノ
露
艶
」
 

ス
）
一
名
、
副
部
長
三
名
、
監

事
「
石
、
会
計

一
名
、
役
員
一
一

十
三
名
で
、
月
に
一
回
の
会
合

を
開
い
て
組
合
の
運
営
そ
の
外

の
こ
と
に
つ
い
て
相
談
し
あ
つ

て
い
る
。
 

此
の
婦
人
部
の
目
的
と
し
て

は
組
合
の
重
要
性
を
基
本
的
に

認
識
す
る
こ
と
が
眼
目
で
、
組
 

⑧
ニ
カ
め
い
虫
 

七
月
に
入
つ
て
か
ら
木
格
的

に
発
生
し
て
来
ま
し
た
、
発

蛾
最
盛
期
は
七
月
十
五
日
前

后
の
予
想
で
あ
り
ま
す
が
場

所
ノ
、
に
よ

つ
て
最
盛
期
が

い
く
ら
か
ち
が
い
ま
す
の
で

た
え
ず
発
蛾
の
状
況
に
注
意

し
て
下
さ
い
、
七
月
十
五
日

よ
り
、
E
P
N
ホ
リ
ド
ー
ル
 

P
B粉
剤
等
を
散
布
出
来
得

る
準
備
し
、
こ
れ
ら
の
薬
剤

は
発
蛾
最
盛
期
ょ
り
三
…
四

日
後
に
散
布
す
る
こ
と
が
今

迄
の
試
験
の
結
果
防
除
効
果

が
あ
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
 

B
旦

c
粉
剤
を
散
布
す
る
場

合
は
十
五
日
・
』后
に
第
一
回
 
 

合
マ

ー
ク
の
愛
用
運
動
を
推
進

し
、
組
合
貯
蓄
を
奨
励
し
て
不

時
の
場
合
に
備
え
る
こ
と
で
、
 

毎
月
百
円
以
上
の
貯
金
を
全
組

合
員
が
行
つ
て
い
る
。
 

共
同
購
入
で
年
八
万
円
 

秋
の
肥
料
の
購
人
に
は
毎
月
の

貯
金
が
利
用
さ
れ
、
そ
の
外
生

活
必
需
品
の
斡
旋
や
共
同
購
入

な
ど
で
得
た
利
益
は
年
額
八
万

円
に
も
達
し
毎
年
四
月
の
総
会

に
は
二
万
円
を
あ
て
レ
ク
リ
エ
 

ー
シ
ョ
ン
で
総
会
が
終
る
こ
と

に
な
つ
て
い
る
。
、
残
り
の
分

は
ほ
ど
ん
と
生
活
改
善
に
振
り

向
け
ら
れ
、
昭
和
三
十
二
年
度

ま
で
に
は
振
袖
一
式
、
セ
ト
モ

ノ
（
十
種
）
五
十
人
分
、
お
膳

立
五
脚
を
備
付
結
婚
シ
ー
ズ
ン

と
も
な
れ
ば
利
用
者
が
押
し
か

け
る
程
で
農
家
の
出
費
が
非
常

に
少
な
く
て
済
ん
で
い
る
、
同

婦
人
部
の
斡
旋
す
る
取
扱
物
資

は
主
と
し
て
砂
糖
、
石
け
ん
、
 

地
下
足
袋
、
種
子
等
で
あ
つ
て

他
の
店
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い

よ
う
に
心
掛
け
て
い
る
。
 

一
一
度
 
の
 
表
 彰
 

同
婦
人
部
は
こ
れ
ま
，で
に
県
の

総
会
に
於
て
貯
蓄
奨
励
の
成
績

が
よ
く
第
一
位
と
な
つ
て
表
彰

を
受
け
又
組
合
マ
ー
ク
の
愛
用

運
動
を
推
進
し
た
成
績
も
優
秀
 

病
害
虫
の
発
生
が
 

予
想
さ

れ
ま
す
 

葉
い
も
ち
病
 

津
軽
中
央
部
で
は
七
月
上
旬

末
に
初
発
生
が
認
め
ら
れ
、
 

県
下
全
般
に
発
生
す
る
の
は

七
刀
中
旬
頃
と
予
想
さ
れ
る

が
津
軽
平
野
地
帯
は
軽
い
も

の
と
思
う
。
 

今
后
の
特
報
、
警
報
等
に
充

分
注
意
し
早
期
防
除
に
努
め

ま
し
よ
う
。
 

稲
黄
化
い
し
ゆ
く
病

全
般
的
に
多
い
ょ
う
で
あ
る

例
年
発
生
の
認
め
ら
れ
て
い

る
地
帯
の
水
田
は
特
に
注
意

が
必
要
で
あ
る
。
 

馬
鈴
薯
疫
病
 

初
発
生
は
全
般
的
に
は
平
年

よ
り
や
、
早
く
七
月
上
旬
に

発
生
が
認
め
ら
れ
る
。
 

二
か
メ
イ
チ
ユ
ウ
 

第

一
期
発
生
蛾
最
盛
日
は
、
ノ

や
、
早
目
、
七
刀
十
九
日
よ

り

一
週
間
は最
盛
と
予
想
さ

れ
る
。
 

を
つ
く
る
た
め
に
に
は
農
家
の
 

皆
さ
ん
の
ご
協
力
以
外
に
あ
り

ま
せ
ん
、
ど
う
か
お
宅
で
経
営

し
て
い
る
農
業
の
姿
を
あ
り
の

ま
、
申
告
し
て
下
さ
る
よ
う
に

特
に
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

こ
の
調
査
は
、
指
定
統
計
で

あ
り
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
か

ら
申
告
し
て
戴
い
た
こ
と
が
ら

に
つ
い
て
は
、
統
計
以
外
の
目

的
、
例
え
ば
税
金
等
の
資
料
に
 

使
わ
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
絶
体

に
あ
り
ま
せ
ん
。
 

八
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
の

間
に
調
査
員
が
お
宅
を
訪
問
い

た
し
ま
す
か
ら
、
何
卒
調
査
の

主
旨
を
ご
理
解
下
さ
れ
て
協
カ

を
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

で
再
び
表
彰
さ
れ
発
足
五
ケ
年

に
し
て
他
の
追
従
を
許
し
が
た

い
基
盤
を
つ
く
り
あ
げ
て
し
ま

つ
た
わ
け
で
あ
る
。
 

そ
の
外
農
閑
期
を
利
用
し
て

地
位
の
向
上
上
慰
安
を
か
ね
て

旧
所
名
跡
を
た
ず
ね
た
り
、
講

演
、
農
作
物
の
展
覧
会
等
を
開

き
、
現
在
で
は
親
組
合
の
飯
詰

農
協
組
に
意
見
の
具
申
が
出
来

る
ま
で
に
部
員

一
人
ノ
、
、
、
が
な

つ
た
と
大
久
保
部
長
は
喜
こ
ん

で
い
る
。
 

，
、ー

ー
 

主
人
の
理
解
と
 

協
力

と
が

第
一
 

婦
人
部
が
山
来
る
ま
で
に
は
色

々
な
、
あ
い
ろ
が
あ
り
大
変
な

も
の
で
し
た
何
ん
と
し
て
も
主

人
の
大
き
い
援
助
と
協
力
が
な

け
れ
ば
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

飯
詰
の
場
合
み
ん
な
喜
こ
ん
で

賛
同
し
て
下
さ
つ
て
本
当
に
感

謝
の
外
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
と
大

久
保
部
長
は
創
草
の
当
時
に
思

ひ
を
は
せ
て
い
た
よ
う
だ
。
 

病
 

世
帯
員
に
つ
い
て
 

イ
 
ネ
 
の
 

強
 
敵
 

ニ
カ
め

い
虫
い
も

ち

病
 

と
し
、
約
一
週
間
目
に
第
一
一

回
を
散
布
す
る
と
効
果
が
期

待
さ
れ
ま
す
、
 

稲
の
増
収
五
七
盟
麗
詳
的
低
温が
 

）
隷
舞
」一
灘灘
 

で
す
”
査
六
、
 コ
タ
オ
ビ
コ
ヤ
ガ
 

害
は
普
通
と
い
う
よ
り
も
少
と

目
で
あ
る
が
早
植
田
特
に
ビ

ニ
ー
ル
畑
苗
で
は
全
般
に
多

い
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
ニ
化

の
発
生
期
は
順
調
な
夏
型
が

や
つ
て
来
る
頃
か
ら
。
 

、
専業
、
乗
業
の
関
係
 

蔽
鯵
議
触
 
ハ
ン

コ
は
葛
冒
 

、
農
機
具
の
所
有
台
数
 

本
町

電
ニ
四
三
六
 

今
の
う
ち

”・r
p
p一
 
、6
、
s
・
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、rれ
”、
●
、
‘"L”・
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5
も
b
、
ら
・p
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●
り
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●
、
一
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h
●
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p
 

農
地
改
革
の
成
果
を
維
持
し
更
る
協
力
は
自
作
農
家
の
義
務
で
の
で
あ
り
ま
す
。
 

に
発
展
さ
せ
る
こ
と
は
極
め
て
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
 

更
に
自
作
農
資
金
の
償
還
金

重
要
な
こ
と
で
あ
り
且
又
大
き
 
そ
の
努
力
の
最
も
手
近
な
も
に

つ
い
て
も
組
合
と
直結
す
る

な
問
題
で
あ
り
ま
す
o
 

の
と
し
て
自
作
農
貯
蓄
組
合
の
こ
と
に
よ
り
償
還
手
続
も
著
し

創
設
さ
れ
た
自
作
農
が
再
び
存
在
は
重
要
な
意
義
を
有
す
る
く
簡
索
化
さ
れ
組
合
は
重
要
な

小
作
農
に
転
落
し
た
り
離
農
t
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

役
割
を
果
す
こ
と
と
な
り
ま
す

た
り
す
る
の
を
 

5
…
・
、
““
・
・、
“
“
・、・
“
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
‘

5
 

農
業
委
員
会
で

防
止
す
る
と
ど
 

…
 
は

組
合
結
成
の

も
に
自
作
農
の
 
凸
日
作
曲
辰
い
打
 
笠
．
？
馴
」
ム
口
 

時
期
を
八
月
上

創
設
を
積
極
的
 
‘
 
，
ー

“

．
 
、，
ー
 
一
 

旬
と
予
定
し
結

に
推
進
す
る
方
 
．

み

ん

な
で

育

て

ま
し

よ
う
 
成
準

備
を
進
め

策
と
し
て
自
作
 

く
‘
く5、
ノ
、
・

“

'
s
…
ー

を
く
“
ー
‘
く
‘s・
・、
‘
、
 
て
い
る
が
、

組

農
維
持
創
設
資
金
の
貸
付
が
行
 
組
合
は
自
作
農
資
金
の
積
立
合
結
成
の
際
は
各
農
家
の
積
極

わ
れ
て
い
ま
す
o
 

を
主
目
的
と
し
、
自
作
農
家
が

的
な
加
入
を
ご
期
待
い
た
・
太
か

又
貸
付
事
業
が
ま
す
ノ
、
拡
互

に
は
げ
ま
し
合
つ
て
貯
蓄
を

す
o
 

充
さ
れ
て
い
ま
す
が
農
家
が
政
行
う
も
の
で
、
作
物
収
穫
期
に
な
お
、
自
作
農
維
持
創
設
資
金

府
の
施
策
に
呼
応
し
て
事
業
の
償
還
金
相
当
額
を
貯
蓄
す
る
と

の
借
入
申
請
を
い
た
し
た
い
方

円
滑
な
運
営
に
協
力
し
て
こ
そ
と
は
勿
論
、
進
ん
で
は
備
荒
貯

は
委
員
会
で
ご
相
談
下
さ
い
。
 

始
め
て
制
度
の
完
全
実
施
が
可
蓄
或
い
は
生
産
資
金
の
積
立
主
郵
 

能
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
か
か
で
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
ト
』
 

広
報
広
告

の
取
扱

に
 

つ
い
て
お

知
ら

せ
 

市
広
報
の
発
行
部
数
は

一
万
部
に
達
し
ま
し
た
。
よ

り
よ
い
内
容
の
も
の
と
努
力
し
て
お
り
ま
す
と
共
に

今
ま
で
月
一
回
の
発
行
を
二
回
又
は
三
回
と
し
い
ち

じ
る
し
い
鷹
進
を
見
せ
て
い
る
本
市
の
現
状
に
添
う

市
政
の
運
営
の
姿
を
、
遅
怠
な
ぐ
お
知
ら
せ
し
た
い

と
念
願
し
て
お
り
ま
す
。
 

つ
き
ま
し
て
は
各
家
庭
洩
れ
な
く
配
布
さ
れ
る
市

広
報
の
影
響
力
は
非
常
に
大
き
な
も
の
が
あ
る
と
思

わ
れ
ま
す
の
で
、
今
回
よ
り
広
告
の
掲
載
を
取
扱
つ

て
お
り
ま
す
か
ら
ご
希
望
の
方
は
申
込
み
下
さ
い
。
 

△
広
告
料
 
十
ニ
字
詰
一
鶴
「
ニ
百
円
 

たg
し
纏
課

雑
広
告
主の
 

△
申
込
先
 
市
 
役
 
所
 市
 
民
 課
 


